臨　地　研　究　報　告　書
大学院アジア・アフリカ地域研究研究科　　　　　　　　　       　　　年 　　月 　　日
	
入 学 年 度
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専　攻　名
	· 東南アジア
□　 アフリカ　 地域研究専攻
· グローバル

	（ふりがな）

氏　　　名
	
	
学籍番号

	

	主指導教員名
	
	指導教員確認印
※サインも可
	

	渡  航  先
	

	渡 航 期 間
	年　　　月　　　日　　～　　　　　年　　　月　　　日

	研 究 課 題
	

	（研究・調査の目的と内容）
臨地教育・国際連携支援室に報告書を提出する場合には、その報告書（日本語のみ）の添付をもって本欄の記載は必要ありません。



	（主な成果）
臨地教育・国際連携支援室に報告書を提出する場合には、その報告書（日本語のみ）の添付をもって本欄の記載は必要ありません。



	本渡航は、臨地教育・国際連携支援室のC&Mコースによるものですか？　□はい　□いいえ

	（備考）
	いずれかにチェックをしてください。修得済の場合は「いずれも希望しない。」にチェックを入れてください。
□臨地演習Ⅰの単位取得を希望する。（1年次に臨地教育を受けた者）
□臨地演習Ⅱの単位取得を希望する。（2年次以降で予備論文提出前に臨地教育を受けた者）
□臨地演習Ⅲの単位取得を希望する。（2年次以降で予備論文提出後に臨地教育を受けた者）
□臨地語学演習Ⅰの単位取得を希望する。(1.2年次に63日以上渡航した者。証明を添付。)
□臨地語学演習Ⅱの単位取得を希望する。(国際研究集会において日本語(留学生は母国語)以外で研究報告等した者。プログラム、報告論文、参加証等の写しを添付。臨地教育・国際連携支援室のC&Mコースで研究報告等をした場合は「院生発案国際共同研究」の単位取得が優先されるため、この単位は同時に取得できません。「院生発案国際共同研究」を履修済みの場合は、C&Mコースでの研究報告等でもこの単位を取得できるので、必ずチェックしてください。)
□いずれも希望しない。


※本紙は帰国後3週間以内に、教務掛へ提出すること。
